
レンタル釣
つりぐ

具
当
とう

ガイドは、釣
ちょうこう

行に「必
ひつよう

要なもの」から「道
どうぐ

具の扱
あつか

い方
かた

とセッティング」、「釣
つ

るコツ」を紹
しょうかい

介。
一
いちどとお

度通して読
よ

んで、万
ばんぜん

全な状
じょうたい

態で釣
つ

りに出
でか

掛けましょう!!

ガイド 投
な

げ遠
えんとうづ

投釣り用
よう

ロッド＆リールセット
シロギス、カレイのサーフバージョン安心あん

しん

※裏
うらめん

面は、釣
つ

るためのテクニックを紹
しょうかい

介 !!

爆
ばくちょう

釣への道
み ち

は
熟
じゅくどく

読にアリ !!

お買
か

い物
もの

リスト

1 2

通
つうじょう

常はラインを
巻

ま

き取
と

る方
ほうこう

向で
固

こてい

定します。

道
みちいと

糸が多
おお

く巻
ま

け、さらに飛
ひきょり

距離が出
で

るようにスプールの
形
けいじょう

状が他
ほか

のリールより大
おお

きくなっているタイプです。

道
みちいと

糸を巻
ま

くための
とってです。

ここに道
みちいと

糸を通
とお

して巻
ま

く。
キャストする時

とき

は開
ひら

きます。 

ここを締
し

めることで道
みちいと

糸
にブレーキがかかる。ま
た緩

ゆる

めると道
みちいと

糸が出
で

やす
くなります。

ハンドル

ベールアーム

ドラグ

ストッパーレバー

1 ロッドを組
く

み立
た

てる

2 ガイドに道
み ち い と

糸を通
と お

してロッドを伸
の

ばす

イラストにあるつまみを回
まわ

して圧
あつ

を調
ちょうせい

整します。詳
くわ

しくは、

ゴールドマニュアルブックの133ページをご覧
らんくだ

下さい。

ドラグ調
ちょうせい

整も行
おこな

おう

★釣
つ

るための準
じゅんび

備 釣
つりぐ

具の特
とくちょう

徴と正
ただ

しいセッティングをマスターして快
かいてき

適な釣
つ

りを！

【釣
つりぐ

具のセッティング】【投
な

げ専
せんよう

用リールの特
とくちょう

徴】

作
さぎょう

業は簡
かんたん

単。ロッドを

伸
の

ばし、道
みちいと

糸をガイド

に通
とお

します。そして海
かい

草
そう

テンビンと仕
しか

掛けを

結
むす

ぶだけです。

なお投
な

げ専
せんよう

用振
ふ

り出
だ

し

ロッドは、短
みじか

いうちに

糸
いと

をガイドに通
とお

すのが

特
とくちょう

徴と覚
おぼ

えて下
くだ

さい。

※ロッドの穂
ほさき

先（先
せんたん

端

部
ぶ

）はデリケートなの

で、 や さ し く 扱
あつか

い ま

しょう！

1〜4の順
じゅん

でセットしよう

1

2

3

★出
でか

掛ける前
まえ

に必
ひつよう

要な小
こもの

物を購
こうにゅう

入

4

※堤
ていぼう

防や磯
いそ

では安
あんぜん

全のためにライフジャケット
を着

き

て、釣
つ

りを楽
たの

しみましょう。

3

ガイドを真
まこと

っ直
す

ぐにそろえ、下
した

から
順
じゅん

に道
みちいと

糸を通
とお

します。

バー先
せんたん

端の穴
あな

に道
みちいと

糸を通
とお

します。

カバーを外
はず

すとガ
イドに道

みちいと

糸が通
とお

る
仕

しく

組みになってい
ます。なお、その際

さい

穂
ほさき

先が一
いっしょ

緒に伸
の

び
ることがあるので
折

お

らないように注
ちゅう

意
い

しましょう。

ガイドに道
みちいと

糸が
通
とお

ったら、道
みちいと

糸を
つかみながら穂

ほ

先
さき

から順
じゅん

に伸
の

ば
して行

い

き、上
じょうき

記同
どう

様
よう

、しっかり止
と

め
ましょう。

仕し
か掛
け

インターロック付
つ

きヨリモドシ

大
おお

きさ３号
ごうぜんご

前後
を使

しよう

用します。ス
ナップ付

つ

きヨリ
モドシでも構

かま

い
ません。

２～３個
こ

仕
しか

掛け

３～４組
くみ

海
かいそう

草テンビン

25号
ごう

と30号
ごう

を 潮
しおなが

流 れ に
よって使

つか

い分
わ

けます。根
ねが

掛
かりを想

そうてい

定して予
よび

備も用
ようい

意
しましょう。

２～３個
こ

半
はんにちづ

日釣りならこれで充
じゅうぶんたの

分楽しめます。

エサ アオイソメを1パック

投
な

げ専
せんよう

用の２本
ほん

バリ仕
しか

掛
けを用

もち

います。ハリのサ
イズは４～６号

ごう

。狙
ねら

う魚
さかな

の大
おお

きさに合
あ

わせて選
えら

び
ましょう。

「フィールドプライヤー」や「エサ箱
はこ

」
など、『ゴールドマニュアルブック』の
118ページ～を参

さんこう

考にしましょう。

その他
ほか

あると便
べんり

利グッズ

竿
さお

の先
せんたん

端にある
キャップを外

はず

し
ます。

リールをセットして、ベール
を開

あ

けて（オープン）糸
いと

を出
だ

せる状
じょうたい

態にします。

悪
わる

い例
れい

良
よ

い例
れい

良
よ

い例
れい

・悪
わる

い例
れい

道
みちいと

糸をつかみながら穂
ほさき

先から順
じゅん

に
伸

の

ばして行
い

きます。

伸
の

ばし切
き

ったら再
さいど

度、ガイドが一
いっちょくせん

直線になっているかを確
かくにん

認します。この際
さい

、継
つ

ぎ目
め

の締
し

め具
ぐあい

合を調
ちょうせつ

節。ジョイント部
ぶ

を軽
かる

くねじ込
こ

むように引
ひ

いて、しっかりと止
と

めま
しょう。道

みちいと

糸がガイドから抜
ぬ

けないように注
ちゅうい

意して行
おこな

いましょう！

糸
い と ど お

通しバー付
つ

きのキャップの場
ば あ い

合

1 2
3

3 ８の字
じむす

結びの箱
はこが

掛けで道
みちいと

糸の先
せんたん

端をインターロック式
しき

、
　 またはクリップ付

つ

きヨリモドシに結
むす

び、テンビンを取
と

り付
つ

けます

1 2

3
4

5 6

7

1

4

3

ラインをふた
つ折

おり

にします。 
二
にじゅう

重になったライン
で輪

わ

を作
つく

ります。 

ラインがクロスする
部
ぶぶん

分を左
ひだりて

手の親
おやゆび

指
と人

ひとざ

差し指
ゆび

でつかみ
ます。 

輪
わ

の中
なか

に右
みぎて

手の
人
ひとざ

差し指
ゆび

を入
い

れて
１回

かいてん

転させます。

③のあの部
ぶぶん

分の
輪
わ

に通
とお

します。 

あに通
とお

したラインを引
ひ

っ
張
ぱ

って締
し

めこめば、８の
字
じむす

結びの完
かんせい

成です。

８の字
じむす

結びで作
つく

った輪
わ

をヨリモドシの
アイに通

とお

します。

輪
わ

を開
ひら

い
て、ヨリモ
ドシをくぐ
らせます。 

 道
みちいと

糸を引
ひ

きます。

きっちり引
ひ

いて、結
けっそくかんりょう

束完了です。

あ

2

① 道
み ち い と

糸で８の字
じ む す

結びを作
つ く

る。 ② 箱
は こ が

掛けにする

外
はず

しやすいように、
もうひとつ結

むす

ぶ 取
と

りはずしを楽
らく

にするために結
むす

びをふたつ作
つく

り、ふたつ目
め

でで
きた輪

わ

にヨリモドシを結
むす

びま
しょう。ひとつ目

め

の輪
わ

を引
ひ

けば、
取
と

りはずしが簡
かんたん

単にできます。

③ クリップに
　 仕

し か

掛け類
る い

をセット
道
みちいと

糸

4 仕
しか

掛けを
　 付

つ

ける

クリップを開
ひら

き、片
かた

テン
ビンや仕

しか

掛けに付
つ

いて
いるヨリモドシを通

とお

し
て止

と

めます。片
かた

テンビ
ンは、腕

うでさき

先のクリップ
に仕

しか

掛けを同
どうよう

様にセッ
トして完

かんりょう

了です。

３－③同
どうよう

様、海
かいそう

草テンビンの腕
うでさき

先にある
クリップに仕

しか

掛けを付
つ

けて終
しゅうりょう

了です。

釣
ちょうこうぜんじつ

行前日までに○要
ようじゅんび

準備！疑
ぎもん

問があったら釣
つりぐてん

具店に!!



アタリとアワセ

ランディング

　仕
しか

掛けを遠
えんとう

投するほど広
こうはん

範囲
い

が探
さぐ

れ、魚
さかな

との出
であ

会いが多
おお

くなる
投

な

げ釣
づ

り。正
ただ

しいキャスティング
を覚

おぼ

えれば、飛
ひきょり

距離が出
で

るので、
きちんと覚

おぼ

えましょう。
　なお、専

せんようざお

用竿は、飛
ひきょり

距離優
ゆうせん

先
設
せっけい

計で、ノーマルロッドより長
なが

め
に作

つく

られています。キャストする
時
とき

は、周
まわ

りに注
ちゅうい

意しましょう！

1

2
仕し

か掛
け
の
投と

う
に
ゅ
う入

★釣
つ

り方
かた

のコツ：サーフのシロギス、カレイ編
へん

2 魚
ぎょしゅ

種とも、海
かいてい

底の地
ちけい

形が変
へんか

化している場
ばしょ

所を
回
かいゆう

遊しながら棲
せいそく

息。波
なみ

の動
うご

きや潮
しお

の流
なが

れで作
つく

ら
れた砂

すなち

地の起
きふく

伏“ヨブ”や“カケアガリ”は
絶
ぜっこう

好のポイントとなります。また、港
みなと

を船
ふね

が通
とお

るために掘
ほ

られた“船
ふなみち

道”や砂
すなち

地に点
てんざい

在する
“隠

かく

れ根
ね

”なども見
みのが

逃せません。

★ポイントはココバージンポイントめがけてハイパーキャスト！
仕

しか

掛けをヨブに入
い

れてアタリを待
ま

つ!!
　人

にんき

気や実
じっせき

績があるポイントでは、なにかと釣
つ

り場
ば

が荒
あ

らされている可
かのうせい

能性がありま
す。釣

つ

りは可
かのう

能な限
かぎ

り遠
えんとう

投を心
こころ

がけましょう。キャストしたポイントが、バージンポイ
ント（手

てつ

付かずの場
ばしょ

所）なら、魚
さかな

と出
であ

会う確
かくりつ

率も上
あ

がります。

3

エサは、アオイソメやジャリメを
使

しよう

用。頭
あたま

を落
お

とし、ハリのチモトを隠
かく

すように刺
さ

します。シロギスの場
ばあい

合
は、タラシを1 ～ 1.5cmに。カレイ
の場

ばあい

合は２～３cmとなります。

※かたずけ上
じょうず

手は、釣
つ

り上
じょうず

手！
　返

へんきゃくびぜんじつ

却日前日までに、しっかりお手
てい

入れを!!
　レンタル釣

つりぐ

具は、返
へんきゃくび

却日までにはお手
てい

入れをし、元
もとどお

通りに梱
こんぽう

包し
ておきましょう。また釣

つりぐ

具にキズを付
つ

けたり、壊
こわ

してしまった場
ばあい

合
は、その箇

かしょ

所をメモに残
のこ

して箱
はこ

の中
なか

に入
い

れておきましょう。

ロッドをたたむ場
ばあい

合は…
バッド部

ぶ

（竿
さおじり

尻）の継
つ

ぎ目
め

から順
じゅん

にしまって
行
い

きましょう。ジョイント部
ぶ

がキツク締
し

まっ
ている場

ばあい

合は、雑
ぞうきん

巾を絞
しぼ

るようにネジりなが
ら押

お

し込
こ

むとうまくしまえます。最
さいご

後にカバー
キャップをかぶせることを忘

わす

れないように！

！

●本
ほんかくてき

格的な投
な

げ方
かた

をマスターしましょう！

ポイントの探
さが

し方
かた

と
誘

さそ

いマスターしよう

【エサの付
つ

け方
かた

】

　ポイントの探
さぐ

り方
かた

は、オモリを引
ひ

きずった感
かんしょく

触で海
かいてい

底の状
じょうきょう

況を判
はんだん

断
します。
　“ヨブ”や“カケアガリ”の場

ばあい

合は、
スムーズに引

ひ

けていたオモリが重
おも

く
感
かん

じます。また“隠
かく

れ根
ね

”や“岩
いわば

場”
は、ゴツゴツとした感

かんしょく

触になります。
　ちなみに、初

はじ

めての釣
つ

り場
ば

なら、
仕

しか

掛けを結
むす

ばず、オモリのみでキャ
スト。海

かいそうたい

草帯や岩
いわば

場だったら根
ねが

掛か
りして、仕

しか

掛けロストするのでオス
スメです。

❶始
はじ

めから振
ふ

りかぶった
状
じょうたい

態で、狙
ねら

うポイントに構
かま

えます。通
つうじょう

常のスピニン
グリール同

どうよう

様、オープン
ベイルで道

みちいと

糸を人
ひとざ

差し指
ゆび

でつかみましょう。またオ
モリは吊

つりさ

下げず、ライン
をピンと張

は

ったまま地
じめん

面に
つけて安

あんてい

定させます。

❷キャスト開
かいし

始。バッドエンドを鋭
するど

く引
ひ

き込
こ

みつつ、リー
ルを持

も

つ手
て

も前
ぜんぽう

方へ振
ふ

り下
お

ろします。オモリがロッド
に徐

じょじょ

々に乗
の

るのが確
かくにん

認できるハズで、この時
とき

に体
たいじゅう

重を
移
いどう

動させ、前
まえあしかじゅう

足加重にするのがコツです。

❸キャストの軌
きどう

道が頭
あたま

のてっぺんを通
とお

るように、バッド
エンドを引

ひ

き込
こ

むイメージで前
ぜんぽう

方へ振
ふ

り下
お

ろします。ロッ
ドに最

もっと

も重
おも

みを感
かん

じた時
とき

が、リリースのタイミング。
道
みちいと

糸をつかんでいた指
ゆびさき

先を狙
ねら

うポイントに対
たい

して50度
ど

になるように放
はな

しましょう。

❹仕
しか

掛けの行
ゆくえ

方を
確
かくにん

認。仕
しか

掛けが海
かいてい

底
に着

ちゃくち

地するのを確
かくにん

認
したら、リールのベー
ルを返

かえ

して糸
いと

フケを
取
と

りましょう。思
おも

いき
り投

な

げようとせず、７、
8割

わりていど

程度の力
ちから

でキャ
ストして下

くだ

さい。

アタリは竿
さおさき

先に敏
びんかん

感に出
で

ます。穂
ほさき

先がプルプルと動
うご

いたらアワセの準
じゅんび

備。そしてそ
のアタリが大

おお

きくなったら、シュッと竿
さお

を引
ひ

いてフッキングさせましょう。
ランディングは波

なみ

の力
ちから

を利
りよう

用して寄
よ

せましょう。イメージはサーフィンです。波
なみ

が
寄
よ

せるタイミングで魚
さかな

を乗
の

せ、砂
すなはま

浜まで引
ひ

き上
あ

げましょう。

仕
しか

掛けをサビく姿
しせい

勢は、ロッド
を水

すいへい

平に構
かま

えます。サビキの
速

そくど

度を確
かくにん

認でき、大
おおもの

物のアタリ
に対

たい

しても送
おく

り込
こ

めます。

　投
な

げ釣
づ

りでは、ラインが穂
ほさき

先に絡
から

まっ
ていることが多

おお

くあります。そのまま
キャストすると事

じこ

故の元
もと

。マメにチェッ
クして快

かいてき

適に釣
つ

りを楽
たの

しみましょう。
 また、回

かいしゅうじ

収時の仕
しか

掛け（テンビン）の
巻
ま

き込
こ

み過
す

ぎも多
おお

く見
みう

受けられます。こ
ちらも穂

ほさき

先を痛
いた

めるので要
ようちゅうい

注意。穂
ほさき

先の
20 ～ 30cm くらい手

てまえ

前で仕
しか

掛けを止
と

める癖
くせ

をつけましょう！

穂
ほさきがら

先絡み
注
ちゅうい

意！

巻
ま

き込
こ

み
過

す

ぎ注
ちゅうい

意！

！ ※穂
ほさきがら

先絡みや巻
ま

き込
こ

み過
す

ぎに要
ようちゅうい

注意！

　自
じぶん

分はもちろん、他
ほか

の人
ひと

に踏
ふ

まれて折
お

れることがよくあります。ロッドを置
お

く場
ばあい

合
は、荷

にもつ

物に立
た

て掛
か

けるなど、地
じめん

面に寝
ね

かせないように置
お

きます!!

※むやみにロッドを地
じめん

面に置
お

かない！　

4

　カレイはエサを活
かっぱつ

発に追
お

いません。ゆ
えにポイントで待

ま

つ釣
つ

りになります。仕
しか

掛
けをサビいて“ヨブ”などを見

み

つけたら、
そこで止

と

めを入
い

れます。
起

きふく

伏の底
そこ

にエサが漂
ただよ

うよう、カケアガリ
部

ぶ

にオモリをステイさせるのがコツとな
ります。ときどき仕

しか

掛けをサビいて、新
あら

た
なポイントも探

さぐ

りましょう。

◆アタリとランディングも覚
おぼ

えておこう！

シロギスの誘
さそ

いは仕
しか

掛けをサビく

カレイは“待
ま

ち釣
つ

り”
仕

しか

掛けをステイさせる

　投
な

げ釣
づ

りでは、ゆっくりと仕
しか

掛けを手
てまえ

前に引
ひ

くことを「サビく」と言
い

い、ポイント
を探

さぐ

る時
とき

にも用
もち

います。
　シロギスは、この「サビく」作

さぎょう

業を速
はや

く行
おこな

います。エサを海
かいてい

底から浮
う

かせるイメー
ジで、沖

おき

から手
てまえ

前にあるポイントを通
つうか

過させながら誘
さそ

います。
　もちろん食

く

いが悪
わる

い時
とき

には、止
と

めも入
い

れます。速
はや

さの調
ちょうせい

整は状
じょうきょうしだい

況次第で変
か

えて、
いろいろ探

さぐ

りましょう。

50°


